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　新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

旧年中は当協会の事業活動に対し格別のご配慮を賜り、心よりお礼申し上げます。

　昨年は、長期にわたる新型コロナウイルスの感染拡大が第８波にまで及んだものの、ワクチン

接種により重症化リスクを低下させつつ行動制限も徐々に緩和され、感染症拡大防止と経済活動

の両立を模索した１年でした。

　その中で、冬季北京オリンピック・パラリンピックでの日本の過去最多となるメダル獲得や７

大会連続出場のカタールサッカーワールドカップにおける日本チームの健闘などは我々に明るい

話題、そして勇気と感動を与えてくれました。

　足元では、２月下旬に勃発したロシアによるウクライナ侵攻や急速な円安の進行による資材、

エネルギー等の調達リスク、サプライチェーン全体での価格上昇などは、日本経済に大きな影響

を及ぼしています。ウクライナ戦争も通貨もこの先、どの様な展開をするのか全く予測できませ

んが、資源の乏しい工業立国の日本、ものづくり富山県としては、予断を許さない状況が続くも

のと思います。

　この様な不安定な国際情勢や国内の急速な人口減少など、企業と働き手を取り巻く環境が大き

く変化している中、サステナブル（持続可能）な経営を行っていくためには、ＤＸの推進や働き

方改革を含めた労働生産性の向上、リスキリングによる人材高度化等を含め、「人」を起点とす

るイノベーションの創出が重要であると思います。

　また、将来、上場企業に対して、人材を企業の資本とみなす「人的資本」の情報開示が義務化

されます。その対応として経営戦略と連動した「人材育成方針」と「社内環境整備方針」「人材

の多様性指標」などの策定が求められてきますが、上場企業に限らず自社が成長するためには

「人への投資」を促進していかなければなりません。

　本年も当協会のテーマである「企業と人」にフォーカスし、会員各社との連携を図りながら、

皆さまの企業経営に資する事業活動を行ってまいりますので、変わらぬご支援とご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。

　結びに、会員各社のご繁栄、皆さまのご健勝とご多幸を祈念し、新年のご挨拶とさせていただ

きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　明けましておめでとうございます。令和５年の初春を県民の皆様とともに寿ぎたいと存じます。

令和２年11月の知事就任以来、「県民目線」、「スピード重視」、「現場主義」を大切にした県

政運営に努め、県民の皆様にお約束している８つの重点政策・８８の具体策にも誠心誠意取り組

んでまいりました。

　一方で、依然として新型コロナウイルス感染症の影響が続いていますが、多くの関係の皆様の

ご協力のもと、感染拡大の防止や医療提供体制の確保、ワクチン接種の促進等の対策に万全を期

すとともに、社会経済活動の回復に向けた取組みを進めてきたところです。また、原油価格や物

価の高騰によって影響を受ける県民生活や事業活動への迅速な支援にも努めてまいりました。

　引き続き、県民の皆様の命と暮らしを守ることを最優先課題として、新型コロナ対策や経済対

策に取り組んでまいります。

　昨年は、新しい富山のさらなる発展に向けた成長戦略を策定し、関係人口の拡大やスタートア

ップ支援など、戦略の取組みを着実に進めてまいりました。また、行政、産業・地域社会のＤＸ

の推進や、オレゴン州との交流促進、北陸三県の知事懇談会の初開催による近隣県との連携強化

に取り組むなど、本県の発展のための基盤づくりを進めることができたと考えています。

　特に、成長戦略において目標に据えている、ウェルビーイングの向上については、一人ひとり

が様々な人や社会との繋がりの中で、日々自分らしく、いきいきと暮らし、幸せをずっと実感で

きる。こうした、心も身体も社会的にも満たされた状態を表す「ウェルビーイング」を捉え、し

っかりと目を向けていくため、昨年実施した県民意識調査の結果を踏まえた新たな指標も策定し

たところです。

　今後、この指標も意識しながら、県民の皆様一人ひとりの幸せの実感に届くよう施策に取り組

み、戦略のビジョンである「幸せ人口１０００万～ウェルビーイング先進地域、富山～」の実現

を目指してまいります。

　本年も、県民の皆様とワンチームとなって、県民の皆様が希望に満ちた、笑顔があふれる富山

県。ワクワクすることがたくさんある富山県。チャンスがあり、夢を叶えることができる富山県

の実現に向けて一層努力してまいります。

　結びに、富山県経営者協会の限りないご発展と、山下会長をはじめ会員の皆様のご健勝、ご多

幸を心からお祈り申しあげまして、年頭のご挨拶といたします。

富山県知事　　新 田  八 朗会　長　　山 下  清 胤
　一般社団法人 富山県経営者協会

新年のご挨拶 年頭の辞

（三協立山株式会社 相談役）
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新年のご挨拶

　昨年２月に勃発したロシアのウクライナ侵略は今なお収束の兆しが見えず、国際秩序の根幹

を大きく揺るがしている。これに起因する世界的な資源・食料価格の高騰により、わが国のエ

ネルギー・食料安全保障が大きな課題として浮き彫りになっている。

　しかしながら、こうした厳しい情勢だからこそ、事業方針に掲げた「サステイナブルな資本

主義の実践」が非常に重要であり、本年も社会課題の解決と持続的な経済成長の実現に一層取

り組んでいく決意である。

　持続的な経済成長には、「投資」と「消費」の拡大が欠かせない。経済界は、国内投資の活

性化、賃金引き上げのモメンタムの維持・強化に最大限努力していく。

　国内投資の柱は、言うまでもなく、グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）、デジタル

トランスフォーメーション（ＤＸ）である。とりわけ、ＧＸは、気候変動問題という社会課題

の解決とともに、活発な国内投資を生む成長戦略の切り札であり、エネルギー安全保障上も重

要である。また、核融合を含む核エネルギー、量子、ＡＩ、バイオ、マテリアル等、科学技

術・イノベーション投資も欠かせない。さらに、スタートアップ振興や、新たな成長を牽引す

ることが期待されるクリエイティブ産業、バイオ産業、モビリティ産業の振興にも引き続き注

力しなければならない。ダイナミックな産業構造の転換を通じて、わが国の産業競争力を強化

してまいりたい。

　同時に、経団連では「分厚い中間層の形成」も重要視している。その実現には、構造的な賃

金の引き上げはもちろん、人への投資や労働移動の円滑化、国民の安心確保に向けた税と社会

保障の見直しが必須である。分厚い中間層の形成は、格差の解消に資するとともに消費の拡大

による経済成長を実現するものである。

　この他にも、コロナ感染症への取り組みは今なお継続中であり、不確実な国際情勢下にあっ

て、自由で開かれた国際経済秩序の構築も極めて重要な課題である。山積する課題を前に一刻

の猶予もない。経団連は、岸田内閣と力を合わせて、社会課題の解決と持続的な経済成長の実

現に全力で取り組んでいく。皆様の一層のご支援、ご協力をお願い申しあげる。

会　長　　十 倉  雅 和

サステイナブルな資本主義の実践を目指し、
　　　　社会課題の解決と持続的な
　　　　　　　　　　　　経済成長を実現する

一般社団法人 日本経済団体連合会

　新年明けましておめでとうございます。皆さ

ま方におかれましては、ご健勝に新しい年をお

迎えのこととお慶び申し上げます。

　今年は、ロシア情勢や急激な円安などを背景

とした物価上昇によって厳しい局面を迎えてい

た日本経済が、「新しい資本主義」を目指す中

で再生し、緩和的な金融政策や政府の行う経済

対策などにより一段高い成長へ向かうことで、

景気が好転していくことを期待しております。

また、富山経済におきましても、ウィズコロナ

の下で各種制限の緩和が進み、インバウンド回

復による観光産業の活性化などが見込まれます

ので、皆さまとともに魅力あふれる富山の街づ

くりに向けて、努力していきたいと思います。

　さて、今年の干支は「癸卯（みずのと・

う）」です。癸卯の年は、「これまで努力して

きたことが花開き、実り始める」と言われます。

富山県が力強く飛躍し、困難を乗り越え、持続

的な発展につながる年になることを願っており

ます。

　結びに、富山県経営者協会の継続的な発展と、

会員企業の皆さま方のご多幸とご活躍をお祈り

申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

　　  （北陸電気工事株式会社 代表取締役社長）

副会長

 八十島　清吉

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　新年にあたり、改めて昨年を振り返りますと、

世界は３年目を迎えたコロナ禍に加えて２月のロ

シアのウクライナ侵攻に伴う原油等エネルギー価

格の急騰、食糧危機の発生など一昨年に引き続き

人々の健康・生活、社会・経済に大きな影響を与

えた１年でした。

・５」が蔓延し、１日の感染者数が７月に20万人

を超えるも、９月から全数把握の見直しや水際対

策を大幅に緩和するなど、ウィズコロナの時代に

大きくかじを切りました。今年は経済社会活動の

制限はほぼ解消され、下振れリスクはあるものの

内需を中心に景気の緩やかな回復が予想（期待）

されています。人口減少という構造問題を抱える

日本の持続的発展に向け、企業は労働生産性の向

上やコミュニケーション強化による現場力の強化

が不可欠であり、協会としては「エンゲージメン

ト向上による現場力の強化」をテーマに活動して

まいります。

　会員企業の皆様のご理解とご協力をお願い申し

上げますと共に、皆様方の更なるご健勝とご活躍

をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

（株式会社タカギセイコー 取締役相談役）

副会長

 矢野　　茂

―  経団連会長新年メッセージ  ―

Ａ　日本においては、オミクロン株の新系統「Ｂ
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　　　　社会課題の解決と持続的な
　　　　　　　　　　　　経済成長を実現する

一般社団法人 日本経済団体連合会
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副会長

 八十島　清吉
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副会長
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―  経団連会長新年メッセージ  ―

Ａ　日本においては、オミクロン株の新系統「Ｂ
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　昨年10月から増加傾向の続いてきた新型コロナの

第８波がまだ落ち着かない中、新年を迎えることと

なりますが、全国旅行支援による旅行需要の拡大、

水際対策緩和によるインバウンド回復にて社会活動

が活発化してきています。どうか会員の皆様には引

き続き、３密（密閉、密集、密接）を避け、特に室

内での頻繁な換気等にて感染防止対策の継続をお願

い致します。

　昨年のウクライナ危機により燃料や光熱費、食料

等の生活必需品が値上がりし、更に原材料費の高騰、

円安によるコスト増も加わり、皆様の暮らしに影響

を及ぼしていることと存じます。

　景気回復するまでにはしばらく時間が必要と思わ

れますが、持続的な成長を継続するためには、変化

をチャンスと捉え、お客様からの要望実現と新規市

場での顧客創造が重要となります。

　特に、今後はデジタル化による業務推進やサステ

ナビリティ推進でのカーボンニュートラルの実現、

テレワークを取り入れた多様な働き方等にて活力の

ある企業へと成長し、地域社会の発展に貢献ができ

ますよう会員の皆様と協力しながら取り組む所存で

す。どうか会員皆様との相互連携を何卒お願い申し

上げます。

　最後になりましたが皆様のご健勝とご多幸をお祈

り申し上げて、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

（ＹＫＫ株式会社 副社長黒部事業所長）

副会長

 浅野　慎一

2023年

１　日本の景気予想
　　（現在と１年後との比較において）

　　景気見通しについて、70字以内でご記述
　　ください。
　　　参考：民間エコノミスト36人平均
　　　　　　（2022年10月11日（公社）日本経済研究センター）
　　　　　① 2022年7月～9月のＧＤＰ予測　 ： 1.40 ％
　　　　　② 2022年度ＧＤＰ予測　　　　　： 1.92 ％
　　　　　③ 2023年度ＧＤＰ予測　　　　　： 1.26 ％

２　日経平均株価（225種・東証）予想
　　（現在と１年後との比較において）
　　　参考：2022年11月9日終値 ： 27,716.43 円

３　対ドル円相場予想
　　（現在と１年後との比較において）
　　　参考：2022年11月9日（東京17時）： 145.52 円

４　原油価格（ドバイ原油）予想
　　（現在と１年後との比較において）
　　　参考：2022年11月9日（東京午前）： 90.40ドル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１バレル １月渡し）

５　ＳＤＧｓで「個人として心掛けていること」は
　　何ですか？

　「2023年の景気見通し」は、ウィズコロナ下で各種政策の効果もあり、景気が持ち直していく
ことが期待されるが、物価の上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響のほか、世界

的な金融引締め等が続く中、海外経済の減速が景気を下押しするリスクに十分注意する必要があるといわれて
いる。さらに、感染症による内外経済への影響についても注視していく必要がある。
　今回のアンケートでは、景気は良くなるとの回答が 35.9％、横這いが 43.6％、悪くなるが 20.5％であった。
「株価」については、上昇するが 38.5％、同程度が 46.1％、下降するが 15.4％と予想。また、輸出関連産業に
大きな影響を及ぼす「対ドル円相場」は、円高が 61.5％、同程度が 24.4％、円安が 14.1％と予想。製造コスト
の引き下げや、電気、ガス等公共関連料金、原材料価格に影響をおよぼす「原油価格」は、上昇するが14.1％、
同程度が 51.3％、下降するが 34.6％であった。
　「ＳＤＧｓで『個人として心掛けていること』は何ですか？」の質問については、節電・節水を心掛ける、
フードロスの減少という意見が多く見られた。また、再利用・リサイクルを積極的に行う、エコバックの持参、
ＣＯ2  削減などの意見も多くみられ、個人でのＳＤＧｓへの積極的な取り組みがうかがえた。

総括

質問内容と集計結果

新春アンケート新春アンケート
　当協会では、理事、監事および幹事を対象に「新春アンケート」を行い、「2023年の日本の景気見通し・日
経平均株価・対ドル円相場・原油価格（ドバイ原油）予想」について聞いた。さらに、持続可能な社会の実現
に向けて、多くの企業でも目標を掲げて取り組んでおられるＳＤＧｓについて「個人として心掛けているこ
と」は何ですか？と尋ねた。
　78人から回答があった（2022年12月）。各回答は８～15ページに掲載する。
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